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する研究
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【目的】キノン（Q）/ヒドロキノン（H2Q）酸化還元対の電気化学は最も古くから
研究され，現在でも生体内電子移動との関連から重要な研究対象である．一般に，
Qは Q･－，Q2－生成に対応する 2つの可逆波を与える．しかし，非水溶媒中の極僅
かの水によって 2 波目は正側にシフトして H2Q または HQ－を生成し，引き続き
H2Q → HQ－+ H2 → Q2－+ H2なる還元反応が進行して Q2－が生成すると考えられ，
分光測定結果もこの電子移動メカニズムを支持してきた 1)．本研究では，Qの 2段
階 1 電子還元のメカニズムに多大な影響を与える要因が共存する酸素分子である
ことを提案し，酸素共存下における Q の還元メカニズムを明らかにした．また，
その還元機構に基づいた H2Qの活性酸素消去能についても言及した． 
【実験】サイクリックボルタンメトリー（CV）測定は TPAPを支持塩とした DMF
中で行った．作用電極には GC電極を用いた 3電極系とした．測定試料は 1,4-benzo- 
quinone（Q），4-methoxyphenol（MeHQ），1,4-dihydoroxybenzene（H2Q）である． 
【結果および考察】Q の可逆な第 2 波は，除酸素が不完全なとき電流減少と不可
逆性が顕著となった．一方，H2Q の還元波は，通常の電位窓では観測されないが，
酸素が共存すると Q の 2 波目の位置に可逆的に観測することができた．これは，
溶存酸素から生成するスーパーオキシドアニオンラジカルと H2Q 間のプロトン移
動を引き金として誘起された電子移動反応によって生成する Q･－の還元波に帰属
された．この様な現象は MeHQの場合には観測されなかった．以上の結果と ESR
測定結果等から，酸素共存下の Qの電子移動機構を提案し，この機構に基づく H2Q
の活性酸素消去能について報告する． 
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